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5 万分の l 地質図幅
説明書 東 海 (札幌-第 81 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員鈴木 守

同 長谷川 潔

同 三谷勝利

はしがき

この|湖面説明書は，昭和 37 年から同 39 年にかけての 3 年間にわたる野外調査の結

果をとりまとめたものである。

野外調査は，著者らのほかに，大舟川流域を庄谷宰夫研究職員，杉本良也主任研究

員に，また海岸線ぞいの地域の一部を前記!主谷研究職員に担当していただし、た。

なお，野外調査にさいしては，函館市役所，北海道函館林務署の各位から，いろい

ろと便宜を計っていただいた。

ここに明記して，厚く謝，意を表する。

まだ，多くの未解決の問題が浅されているが，ここにとりまとめの結果を報告する。

I 位置および交通

この凶幅は，北緯 41°5Q1，......，42° Ql， 東経 140°45'，......， 141 °0' の範囲にあり，亀出半品の

ほぼ中央部に位置する。

行政的には，北部が茅部郡鹿部付，北東部が茅部郡南茅部町，南部が函館市，西南

部が亀田郡亀田町， r耳北部が亀田郡七飯町にそれぞれ属している。

l三l幅地域の大半は山地であるために，北東の海岸線ぞいや，南東端の台地をのぞけ

ば，まったく村落は発達していない。

本

海岸にそっては国道が通っており，南東のJlI汲峠越えの北海道道，および松倉川一

*現在は隆道が完成している。
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大舟川経由の基幹林道によって函館市街と結ぼれている。いまのべた道道経由で海岸

地域にいたるパス路線が函館市街から通じている。

そのほか，主要河川ぞいに林道が開さくされており，また横津岳への登山路も各方

面から通じている。

II 地形

との凶l幅地域は，亀田半島の脊梁部をふくみ，大部分がけわしい山地からなりたっ

ており，低平地や台地などは，ごくせまい地域にしか発達していなし、。

半島の脊梁部は，ほぽ NNW-SSE 方向に走っており，これにそって北から横津岳

(1166.9m) ，袴腰岳 (1108.3 m) ，その他 500m 内外の山々がそびえている。この山

稜の北東側には，熊泊山 (817.9 m) ，泣面山 (835.0 m) などの山々が，また南東側

には，三森山 (842.1 m) ，雁皮山 (743.4m) ， 庄司山 (570.4 m) , その他の山々が

それぞれ独立峯をつくってそそり立っている。

台地は，海岸線にそって， あるいは 2-3 の河川にそって，細長く発達するほか，

図幅南西隅にわずかに分布している。また， III地と台地との接触部付近には，崖錐や

扇状地などのつくる緩斜面がみとめられる。

低平地の発達はきわめて悪く，海と台地との問や，松倉川流域の一部に，わずかに

みとめられるにすぎない。

iヨ幅地域には，多数の中小河川が発達しているが，そのいずれも非常に急l険な河谷

を形成している。

III 地質概説

東海図幅地域の地質構成は，第 1 表にしめしたとおりである。

乙の地域の基盤をつくっているのは，先第三紀の粘板岩からなる戸井層であるが，

松倉川の上流部に若干分布しているにすぎない。しかし，この南側の五稜郭図幅地域

には，わりあい広く分布している。

この地層を不整合におおって，新第三紀のl壮積岩煩や火山噴出物が広く発達してい

る。

新第三紀の地層の最下位は，中新世の汐泊川層で，図幅の北東隅と南西隅とを結ぶ

対角線から南東に広く分布しているほか，北部地域にもわずかにみとめられる。この
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時代 層 序 岩 質 火成活動 鉱化作用

現浜河堆床積堆物積物および海 磯・砂

現

第 駒ヶ岳火山灰 火山灰・浮石

崖錐堆積物 磯

世

四 扇状地堆積物 機・砂、

更 段丘堆積物 磯・ 6、・粘土

|常一面向j立山熔岩

高己 新 磯谷喋層 磯層・砂層 熊泊山熔岩

世 双見層 砂層・機層・湖面・亜炭・砂鉄

|横横津津岳岳下上部部熔熔岩岩

鮮世新
磯谷川火山砕屑岩類

集塊岩・凝灰角磯岩・凝
硫

灰岩・熔結凝灰符・木片 黄

新
松倉川層 泥岩・凝灰岩

鋭、

床

中新世~鮮新世 峠下火山砕屑岩類 集塊岩・凝灰角申告岩・凝灰岩
雁皮L1J熔岩、二森山熔岩

第

中 汐
浮石質凝灰岩部層 浮石質凝灰岩、集塊岩 安山岩質フ'0ピライト E

i定紋Tt
l 主I;]

t白 集塊岩部層 安山岩質集塊岩 石英斑岩 , .

新
ill 硬質頁岩 灰頁岩 角

石英安山岩質ブロピライト if';

紀
硬質頁岩、頁岩部層 凝灰岩、凝 磯岩 安山岩質アロピライト I

世 層 |緑色凝灰岩部層 礁集岩塊、 砂岩岩
石英閃緑石 鉛亜
組粒玄武岩

鉱床

先第三紀 先第三紀層 粘板岩

第 1 表地質層序表

累層は，さらに緑色凝灰岩部層，硬質頁岩・頁岩部層，集塊岩部層，浮石質凝灰岩部

層の 4 つの部層にわけることができる。

この累層を不整合におおって，大沼公園図幅から連続する峠下火山砕屑岩類が，お

もに図幅の西側に広く分布している。乙の火 III 砕屑岩類は，おもに集塊凝灰岩と熔岩

から構成されている。その地質時代は，上部中新世ではなかろうかと考えているが，

上限がなお不明であるので，いちおう中新世~鮮新世とした。

松倉川層は，図幅中央部付近に，前述の各地層を不整合におおって小範囲に分布す

る，泥岩と凝灰岩からなる湖成堆積物である。この上には，整合的に磯谷川火山砕屑

岩類が発達している。この砕屑岩類は，おもに集塊凝灰岩，凝灰角穣岩から構成され

ているが，一部に熔結凝灰岩をふくんでいる。

これら 2 つの地層は，明確な証拠はないが，いちおう鮮新世として取扱った。
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第四紀の地層は，更新世の双見層，磯谷礎層，段丘堆積物，および現世の各種堆積

物がある。とくに，双見層は，大沼公園図幅の文月層に対比される地層で，早期更新

世の陸成層である。

火成岩類としては，新第三紀から第四紀にかけての各種貫入岩類や熔宕類が発達し

ている。

II·新世の貫入岩類は，汐泊川層の分布地域に，これを貫ぬいて発達しているもので，

塩基性から酸性にわたる各種のものがみとめられる。すなわち，粗粒玄武岩，閃緑岩

質岩，安山岩質プロピライト I，石英安山岩質プロピライト，石英班岩，流紋岩，安

山宕質プロピライト II などがl哀別される。これからのなかでは，早期の臨基性岩と後

期の酸性岩が卓越しているのが特徴的である。

中新世か鮮新世か明らかでないものとしては， II:中下火山砕屑岩類をおおう三森III熔

岩および惟皮山熔岩と，これを貫ぬく玄武岩，安山岩などの岩脈がみとめられる。

また，横津岳を ICr心とする付近には，横津岳下部および、上部熔岩が分布している。

下部熔岩は，いわゆる板状熔岩で，あそらく鮮新世の噴出ではないかとおもわれるの

しかし，上部熔岩は，あるいは第四紀であるかもしれない。

第四紀の火山岩類としては，更新!日:の熊泊III熔岩，狩.面山熔岩，常日川火山砕屑流

などがしられるO とくに，泣面山には爆裂火口をおもわせる地形がみとめられ，わり

あい新しい火山ではないかと推測される。また，常呂川火III砕屑流の出所について，

昆部悶幅では，泣面山のものでないかと推論しているが，まだ明らかでない。

IV 戸井層 CPt)

戸井層は，松倉川上流に分布しており，乙の閃|隔地域をふくめて亀田半島の新第三

紀層の基盤になっている。

この図幅地域には，粘板岩しか発達していないうえ，分布がきわめてせまいため

に，地質構造については明らかにで‘きない。また，化石を産出しないので，地質時代

も明らかでない。しかし，この図幅の隣接図幅では，中生代の可能性があるとのベら

れている。

V 新第三紀層

V.I 汐泊川層
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汐泊川層という地層名は，はじめは薄い緑色凝灰岩やその他種々の宥相をふくむ硬

質頁岩を主体とする地層について命名したものである(鈴木，長谷川 1963)。そのた

めに，一見乙の地層の下位に位置するとおもわれる厚い緑色凝灰岩には，川|汲層とい

う地層名をつけ，べつの累層として取扱った。

しかし，その後に行なわれた亀岡半島地域の図幅調査結果と，この liS]幅地域の調査

結果とを比較検討し，川汲層を汐泊川層にふくめ，この累層を 4 つの部層に区分した。

すなわち，緑色凝灰岩部層，硬質頁岩・頁岩部層，集塊岩部層，および凝灰岩・凝

灰質砂岩部層などである。

これらのうち，川汲層を汐泊川層の 1 部層に取扱ったことには，あるいは異論があ

るかとおもわれるので，その理由をつぎに説明する。

亀田半島で，比較的厚い緑色凝灰岩層が発達しているのは，このl司幅から両側の尾

札部同幅にかけての地域で，この半島の北東側にかたょった分布をしめしている。

尾札部|司幅では，汐泊川層と川汲層とは整合であり，川汲層の下限は明らかでない

とされている。乙のことは，乙の図幅地域においても，ほぽ同様である。とくに両者

の関係を精進川の上流で観察すると，緑色凝灰岩と硬質頁岩とが互層しており，確実

に整合斬移と判断できる。

しかし，一方において，川汲層と汐泊川層とが近接していて， しかも基盤岩が現わ

れている地域一この図幅と尾札部，恵山図幅との境界付近 においても，基盤岩の上

には，緑色凝灰岩 υII汲層)ではなくて，基底礁岩からはじまる正常堆積岩(汐泊川

層)がのっている。もちろん，他の地域でも，緑色凝灰岩が直接基盤岩をおおうとい

う現象は認、められていない。

なお，川汲山道付近に，組粒玄武岩中に取残された状態ではあるが，頁宕の上に，

枕状熔岩をふくむ緑色凝灰岩の集塊質岩相がのっているのを観察できる。同質の枕状

熔岩は，後でのべるが，東海市街の北西の緑色凝灰岩中にもみとめられる。

以上の多くの事実から，これまで川汲層とされてきた緑色凝灰岩層を，汐泊川層の

比較的下部に，おそらく指交関係をもって発達する， 1 つの部層として扱うのが妥当

であると判断できる。したがって，緑色凝灰岩の下位には，厚さは不明であるが，さ

らに頁岩や礁岩などの堆積物が存在するものと考えられる。

つぎに，各部層について説明する。

a 緑色濃灰岩部層 (Sg)
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大舟川|から尾札部川にか

けての地域に， NW-SE の

方向で，わりあい広く分布

する。

淡緑色ないし，緑色を呈

し，凝灰岩，凝灰角礁岩，

集塊凝灰岩，および集局熔

岩などの岩相から構成され

ている。これらのうちで

は，集塊質の岩相が卓越し

ている。

岩質的には，玄武岩質の

ものから安山岩質のものま

で変化するが，酸性のもの

はふくまれていない。まえ

にふれたように，東海市街

の北西と JII汲山道で，玄武

岩質の集塊凝灰岩十日中に，

美事な枕状構造をしめす玄

武岩熔岩が，ほぽ水平に介

在している。との熔岩は，

火山角際岩，集塊凝灰岩へ

と，漸移している(第 1 図)。

この部層は，一般に塊状

官が多く，多量の火成岩に

貫ぬかれ，さらに後の構造
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運動や変質作用，などの影

響をつよくうけているため

に，地質構造はあまり明ら

かでない。断片的にしられ



る走向，傾斜からみて，いちじるしく擾乱されてブロック化していると考えられる。

したがって，層厚は，下限が明らかでないこともあっていまのととろ不明であるが，

少なくとも 300m 以上はあるとおもわれるO

b 硬質頁岩・頁岩部層 (Sh)

冷水川から松倉川にかけての地域に広く分布しているほか，亀岡川，川汲，東海，

大舟川，磯谷川，黒羽尻川などに若干分布している。

この部層は，おもに硬質頁岩と頁岩の板状の互層からなりたっているが，多数の灰

色~白色の凝灰岩，および砂岩の薄層をはさんでいる。

この部層は，汐泊川層の主部層といえるもので，全体では相当な厚さになるとおも

われる。しかし，大量の粗粒玄武宕の貫入によって，地質構造がいちじるしく乱され

ており，層厚は明らかでなし、。

c 集塊岩部層 (Sa)

北端部の黒羽尻川下流から海岸にかけて分布しており，昆部図幅の黒羽尻集塊岩と

*同じものである。また，大舟川の河口近くにも，ほんのわずかであるが，乙の部層に

属すると推定される集塊岩が露出しているO

黒羽尻川での観察によれば，わずかに凝灰角疎岩をはさむが，大部分が集塊凝灰岩

からなりたっている。そして，下部には，葉理構造のけんちょな泥質岩を不規則には

さんでいる。しかし，下位層との直接の関係は，観察されない。

*大舟川下流の露出では，頁岩の上に，一部頁岩と互層状の形をとって発達しており，

明らかな漸移関係をしめす。

集塊凝灰岩を構成する火山角礁は，黒色ないし陪灰色を呈する多孔質の基性安山岩

である。また，基質は，黄褐色の凝灰岩によってしめられている。

この部層は，きわめて限られた分布をとるもののようで，この地域以外では，まだ

みいだされていなし、。

d 浮石質凝灰岩部層 CSt)

この部層は，おもに黒羽尻川の本流に分布しているが，中の}I! ，常呂川にもわずか

に分布しており，さらに図示してないが，磯谷川と大舟川の最下流部にもみとめられ

る。

黒羽尻川では，まえにのベた集塊岩部層の上位に， N5°E, 600

W の走向，傾斜で整

*地質図にはしめしてない。
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合的にのっている。下部に灰白色~淡緑色の凝灰岩および浮石質凝灰岩が発達してお

り， 30cm 内外の大きさの流紋岩角礁をふくむ。上位には，浮石質凝灰岩を基質にし，

多量のハリ賀安山岩角礁をふくむ集塊質岩相が発達している。

1-1 1の川に分布するものは，産部図幅では，集塊岩部層の下位のIpの川層とされ，流

紋宕質の緑色凝灰岩からなるとされている。また，地熱調査 1 号井の地質柱状悶では，

この下位に虫色泥岩が存在すると記載されている。これらのととからみて，この部層

に相当するものとした方がよさそうである。

常呂川のものは，黒羽尻集塊岩(集塊岩部層)になっているが，構成火山角礁がガ

ラス質安山岩であるので，いちおうこの部層の上部相として取扱った。

これらの取抜い方には，なお疑問があるとおもわれるので，後日の検討を待つこと

』こし fこし、。

なお，磯谷川のものは下部相に，大舟川のものは上部相にそれぞれ相当するとおも

われる。

この部層は，分布が断片的で詳しくはわかっていないが，全体として酸性であると

いう特徴をもっている。岩桐からみて，尾札部閃幅の見 H凝灰岩部層に対比できる。

汐泊川屑の時代については，化石が見出されていないので明らかでないが，訓縫期

から八雲期にかけての堆積物と考えられる。

V.2 II中下火山砕屑岩類 (Tv)

常呂川から四方，および松倉川上流域から西南方にかけて分イ Ii し，隣接大沼公圏内

l隔地域へ)ム‘がっている。また，大舟ー磯谷間の海岸ぞいにわずかに分布しているもの

は，この砕屑岩類にふくめてよいかどうかは，まだ疑問があるが，この図幅ではいち

おう同じものとして t及った。

下位の汐泊川との関係は，五段郭 l刈i隔ではいちおう整合として取扱ったが，その後

の調査から不整合とみた方がよいようである。

大沼公園凶 l隔では，汐泊川層相当の地層を貫ぬいているとおもわれる二股プロピラ

イトを，不整合におおっているのでないかと推論されている。

この図|隔地域では，両者の直接の接触部は観察できないが，地質図に表現された地

層境界をみれば，不整合以外には説明できないものと判断できる。

この火山砕屑岩類は，集塊凝灰岩，集塊熔岩，および凝灰角喋岩などから構成され

ている。また， 1 部に浮石賀凝灰岩をはさんでいる。
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第 2 図 II中下火山砕屑岩類一集塊凝灰岩，凝灰岩一(大川上流)

岩質的には，大部分がしそ輝石普通輝石安山岩質の岩相をしめすが，なかには石英

安山岩質，あるいは某性安山岩質などの岩相も発達している。したがって，あるいは

別の同牟期の噴出物をも，同ーの堆積物の rl'にふくめて扱っている危険性もある。これ

については，なお今後の検対を要する。

峠下火III砕屑岩類の地質時代については，中新titか鮮新iitか決定できる資料がない。

したがって，現段階では，いちおう中新ill:--鮮新刊I: として，今後の検討を期待したい。

V.3 松倉川層 (Ma)

松倉川層は，松倉川の最上流から大府川の最上流にかけての背濃部付近に，小範聞

に分布しており，下位の地層を不整合におおって発達している。

大舟川では，この地層のほぼ全層が観察できる。

最下部には，下位の安山岩質プロピライト I に由来する砕周、物が発達し，両者の擁

触面には褐鉄鉱が沈澱している。この上には，やや炭化した木片をはさみ，さらに，

多量の浮石をふくむ泥岩が発達している。この上部には，薄い凝灰岩や砂岩と泥宕と

の綱かな縞状の互層がやや厚く発達し，最上部では，泥岩中に多量に火山角燥をふく

む集塊岩様の岩相に移化する。とくに，畑正層部には，いちじるしい層間摺曲構造が

みられる。
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松倉川では，この地層の中部の層相しか認められない。

この地層の層相からみて，湖成堆積物であると考えられる。

層厚は，大舟川では土 30m ていどであるが，松倉川では 70m ほどの厚さに達する

のではなし、かと推定される。

この地層に発達する摺曲構造や分布状態などから，まだ未回結の時期につよい構造

運動の影響をうけた乙とがわかる。

地質時代を決定できる明らかな証拠はないが，つぎにのべる磯谷川火山砕屑岩類と

上位層との関係や，現地形に全く無関係な分布をしめすことなどから，鮮新世とする

のが妥当とおもわれる。

V.4 磯谷川火山砕屑岩類(I v)

磯谷川火山砕屑岩類は，おもに常呂川流域から大舟川流域にかけての地域に分布し

ているが， 1 部は松倉川と亀田川との境界稜線部にもみとめられる。

松倉川層の上位に整合的に重なっているが，はるかに広い広がりをみせている。

この火山砕屑岩類は，おもに集塊凝灰岩からなるが，部分的に凝灰角陳岩，凝灰岩，

熔岩などをはさんでおり，熔結凝灰岩をともなっている部分もある。また，しばしば

多数の炭化木片をふくむ凝灰岩がみとめられる。

岩質的には，全般に，合角閃石石英安山岩質であるという特徴をもっている。

この火山砕屑岩類の地質時代を決める積極的な証拠は，いまのと乙ろない。しかし，

いわゆる板状熔岩(横津岳下部熔岩)におおわれること，および更新世早期の双見層

に不整合におおわれるととなどからみて，いちおう鮮新世として取扱った方がよいと

考えられる。

VI 第四紀層

VI. l 双見層 eFt)

双見層は，大舟ーから双見にかけての海岸ぞいに分布しているほか，大舟温泉の西方

にも断片的な分布がみられる。

乙の地層は，下位層を基底礁をもって不整理におおっている。

おもに，砂と粘土，あるいは粘土と火山灰の互層，および砂と礁との互層などから

構成されており，亜炭層を介在している。

一般に未問結であるが，砂層や喋層には，褐鉄鉱がセメント物質になって，砂岩様
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あるいは傑岩様になっているものがみとめられる。

この地層の亜炭層からは， Menyanthes や昆虫類の化石を産し， 大沼公園凶幅の文

月屑および鹿部図幅の鹿部層に対比でき，更新世早期と考えられる。

層!享は， 文月層が 150m 以上と推定されているのに対し， こ乙では ， I再々 10--15

m ていどしかない。これは，おそらしいちじるしい構造運動と侵食作用のためとお

もわれる。

VI.2 磯谷操層 (Ig;

磯谷疎層は，まえにのベた双見層とほとんど同じ地域に，乙れを不整合におおって

分布している。

基底面は，ほとんど海水準近くから標高 30m ほどまで変化し， しかも， かなりい

ちじるしい凹凸をしめしている。

この喋層は，ほとんど大部分が，拳大から径 50cm ほどの大きさの円傑あるいは亜

門礁から構成されている。これらの礁の大部分は，安山岩によってしめられている。

厚さは，大体 20m ほどである。

磯谷喋層は，堆積状態からみて，大沼公園図幅の市の渡磯層に対比できる。したが

って，その時代についても，いちおう更新世早期として取扱ったが，なお今後の検討

が必要とおもわれる。

VI.3 段丘堆積物 (Td)

段丘堆積物は，海岸ぞいの地域や，松倉川，冷水川にそって分布している。

比高 15--20m の平坦面をつくり， 5m 内外の厚さをもった，砂，喋，粘土層から

なりたっている。

VI.4 現世の堆積物

現世の堆積物としては，扇状地堆積物，崖錐堆積物，駒ヶ岳火山灰，および現河床・

海浜堆積物などがある。

これらのうち，扇状地堆積物として取扱ったものは，地形からみて一部更新世に入

るものがふくまれているかもしれない。あるいは，段丘堆積物が一緒にされている口J

能性もある。

駒ヶ岳火山灰は，凶示した範囲よりはるかに広く分布しているが，乙の図幅ではそ

の一部しか表現していない。

この地域に分布する駒ヶ岳火山灰は，山田忍の分類にしたがえば， おもに Ka 層と
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Kd 層であるが， t走者のHがより広く厚く発達している。この火山灰は， 白色の粗粒

な浮石から構成されており，約 40m の厚さをもっている。

なお，この下位にある腐植土より下に， 厚さ 2--3m のローム質火山灰が存在して

いるのが，磯谷川の下流でみとめられる。これが，駒ヶ岳のものなのか，それとも恵

山のものなのかはまだ明らかでなし、。

VII 火成岩類

との凶if!高地域に分イIjする火成岩績は，員会入岩頬と噴出岩類の 2 つに大耳Ijできる。

VII.l 貫入岩類

貫入岩類としては，塩基性から酸性にわたるいろいろな種類がみとめられる。中新

世の貫人岩とみなしうるものは，汐泊川)爵を貰ぬく粗粒玄武岩，閃緑岩質岩，安山岩

質プロピライト I と II，石英安山岩質プロピライト，石英斑岩，および流紋岩などで

あるO また，中新世ないしは鮮新世とおもわれるものには， I峠下火山砕屑岩類を貫ぬ

いている;玄武岩および安山特がある。

つぎに，大よその貫入III尚子にしたがって，説明を加えるO

a 粗粒玄武岩 (Di)

汐泊川層とくに硬質頁岩・丘岩部!曽の分布地域には，これを貫ぬく大量の組粒玄武

岩がみとめられる。

その遊入形態は，あるものは岩脈として，他のものは岩床として，しかも，しばし

ば相互に移化しあっている。そのために，地質l~lにみられるような，きわめて不規則

な岩体をつくっている。

粗粒玄武岩と百岩との接触部には，貰人にともなう裂か系のようなものは認められ

ない。また，多くのばあい，頁岩は，接触面にそって 2--10 em の幅で， 真黒liな硬い

IE質岩に変化している。

これら多くの現象から，粗粒玄武岩の員-入は，日岩の堆積時に行なわれたと判断す

ることができる。

粗粒土;武岩には，貫人方向に直角な柱状節理 (Cross-joint) や，これに直交する，

つまり流理面に平行な板状節理が発達している。柱状節理の断面形は，一般に六角形

をなしており， 40--80em ていどの径をもっている。

この岩石は，新鮮なものでは暗緑色を呈し，ち密竪硬である。変質をうけると緑色
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第 3 図 六角状に柱状節理が発達している粗粒玄武岩(回股川〉

になり，ときにはプロピライトと見間違うような岩相になる。

一般に，球か構造をしめし，球かは緑泥石，方解石，あるいは沸石などによって充

填されている。

この岩石は，ときには斜長石の斑品をもっているが，多くは無斑品で，典型的なサ

ブオフィティック組織をしめしている。

変質をうけると，ふつう輝石は緑泥石化し，多数の白チタン行をと主じ，方解石によ

る置換がけんちょになる。また， 1 部には，変質鉱物として斜ゅうれん石が生成され

ているものがみとめられる。

b 閃緑岩質岩 (Dr)

この岩石は，精進川中流と大舟川下流に， 幅約 700m， 延長約 1 ， 500......，2 ， 000 m ほ

どの岩体をつくり， NS および、 NNW-SSE の方向をとって分布している。

この岩石は，一見まえにのべた粗粒玄武岩が，より粗粒になったような感じの宕石

で，典型的な深成岩というものではない。

l山j岩体とも，岩相変化がいちじるしく，閃緑岩質， I対緑扮岩質，はんれい岩質など

の岩相をしめすものがみとめられる。

大舟川の岩体には，やや細粒な角閃石の多い濃緑色部，粗粒な角閃石の多い部分，

粗粒な花崩岩質の優白質部が，縞状構造を形成しているのが観察できる。
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閃緑岩質の岩相をしめすものは，組粒な柱状あるいは板状の斜長石と，淡緑色ないし

淡褐緑色の組粒な角閃石とが不規則に組合っている。これらの聞には，モザイク状の石

英，および緑泥石がみとめられる。角閃石中には，しばしば普通輝石が残されている。

扮岩質の宕相は，一般に斜長石が，ときには角内石が斑品としてふくまれている。

石基は，斜長石，角閃石，石英で，モザイク状組織をつくっている。また，少量のア

ルカリ長石が，斜長石を置換しているものがある。

はんれい岩質岩相は，柱状斜長石と普通輝石の不規則な組合せからなり，部分的に

オフィティック組織を残しているものや，あるいは普通輝石がモザイク様に組合って

いるものがある。また，これらの間には，モザイク状の石英が発達している。

ときには，長柱状のリンカイ石を多数ふくむものがある。

この閃緑岩質岩は，岩休のどの部分であれ，かならず石英をもっている。この石英

のすべてが 2 次的生成物であるとは考えにくい。

たしかに，後の鉱化作用にともなって形成されている石英がみとめられる。この場

合は，その他に，緑泥石，斜ゅうれん石，方解石，黄鉄鉱などがともなわれており，

しばしば，原岩の構造が破壊されている。

今後の研究をへなければ明らかではないが，この閃緑岩質岩は，塩基性マグマへの

酸性マグマの混入，あるいは，酸性マグマによる塩基性岩の交代作用などによって形

成された可能性があるとおもわれる。

C 安山岩質プロピライト I CPrI)

この岩石は，亀田川，松倉川，大舟川，尾札部川などの流域に，それぞれ分布して

いる。

松倉川にみられるものは，粘板岩を不規則に貫ぬいているが，他のものは汐泊川層

中に泣入している。

どの岩体も，全般にし、ちじるしく鉱化変質をこうむっている。

そのために，有色鉱物のほとんどが緑泥石に変化しており，斑品としては，微細な

緑泥石やチリ状の分解物によってよごれた斜長石だけがみとめられる。

石l去の大半は，緑泥石，石英，方解石，斜ゅうれん石などに置換されているが，部

分的にハイアロピリティック組織が残されている。

d 石英安山岩質プロピライト CDp)

この岩石は，尾札部川上流，川汲川流域，松倉川から大舟川にかけての地域，亀田
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川などにそれぞれ分布している。

汐泊川層の緑色凝灰岩部牌および硬質頁岩・丘右部居中に， NS あるいは NW-SE

方向をとって注入している。

この岩石の多くは鉱化変質をうけているが，やや新鮮なものは，淡緑色あるいは灰

緑色を呈する。

斑品として，斜長石， :.{i英，緑色角閃石をふくんでいるが，ときには，普通輝石や

しそ輝行もみとめられる。石英には，熔食されているものが多し、。

行基は，ガラス質あるいは微珪長質組織をしめし，少量の短柵状~フェルト状斜長

石をふくんでいる。

変質をうけたものは，石英，緑if己イ 1 ，ぶどう(i，方解石，黄鉄鉱などが形成されて

いる。

なお，尾札部凶幅では，この岩石と，つぎにのベる石英斑岩が一緒に取扱われてい

るが，この図幅では，これらを区分した。

e 石英斑岩 (Qp)

石英斑岩には，大舟川 I-P流から尾札部川 I ド~下流にかけて， NW-8E 方に道入して

いるものと，冷水川支流の二股川上流地域に不規則な形態をとって分布するものとが

ある。

このイ{英斑岩の岩体には，規則正しい柱状節理の発達しているものと，節理の不規

則なものとがある。 また，注入境界付近が，約 20m もの|隔で角喋岩化しているもの

がある。

灰白色， );尺緑色，あるいは淡緑色を旦し， 1---5mm の大きさの石英や斜長石の大塑

Itl品を多数ふくんでいるO

斑品としては，石英と斜長石をふくむが，ときには，結色角閃石や普通輝石をふく

むものもある。石英の大部分は，熔食形をしめしている。

石基は，おもに粒状の斜長イ i と石英とからなり，わずかにアルカリ長イJをともなう。

一部には，徴文象構造がみとめられる。

石英斑岩の大部分は，鉱化作用の影響をうけており，それによって，イ i英，緑泥fi ，

方解石，ぶどう石，黄鉄鉱などが生成されている。

f 流紋岩 (Rh)

この岩石は，冷水川の流域に， N70
0
W あるいは N600E 方向をとって， 小~{:本と

- 15-



して分布している。そのほか，凶!隔地域の南端部から五稜事151ヌ|幅地域へのびる，南北

性の小岩休がみとめられる。

紅葉山 D北部に分布するやや大きな岩体は p 相粒玄武岩を貫ぬき，これをとりとん

でし、る。ところが， とりこまれた粗粒玄武岩が，あたかも流紋岩を貫ぬいているかの

ような産状をしめしている。 これは， いわゆるオノミケ岩脈 (Ghost dyke) とよばれ

る p やや珍しい産状である。

流紋岩には，径 13cm 内外 3角柱状ι節理が発達ーしている。

淡緑灰色を呈する，ち密なガラス質の岩質をしめす。

斑状構造をしめし，少量刀小型な石英と斜長石の斑品をもっている。

石基はハリ質で，微細な珪長質鉱物や縁泥石がみとめられる。

g 安止岩質プロピライト II (PrII)

内-股川上流から精進川上流， および大舟川上流などに， N600E 方向をとる小岩脈

として産出している。

日吉緑灰色を呈するが，全般に鉱化変質をうけている。

斜長ィ iD 斑品はみとめられるが，有色鉱物は完全に緑泥石に変っている。

石基も，緑泥石や方解七，あるいは石英などによって置換されているが，ハイアロ

ピリティック組織が残存している O

この岩石と，まえに?っぺた流紋岩との注入 l時期〆う前後関係については，まだ明らか

にされていない。

h 玄武岩 (Bd)

常呂川の流域で，峠下火山砕屑岩類を貰ぬく岩脈として産する。

黒色合ち密，堅硬な岩石で，インターグラニュラ一組織をしめす。

i 安山岩 (Ad)

亀田川の Ip 流付近から庄司山の南方にかけて分布し，峠下火山砕屑岩類を N600E

のん‘向に貫ぬいている。

放射状に開いた柱状節理が発達している。

黒色のかなり堅硬な岩石で，弱い変質作用をうけている。

斑状構造をしめし，斜長行と背通輝石の斑品をふくんでいる。

イ{基は~5J~、緑泥石化や炭酸塩化をうけているが，ハイアロピリティツ組織をしめす。

VII.2 噴出岩類
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この凶幅地域の北西側には，安山岩質の熔岩類が広く分布している。これらの熔岩

類の噴出時期は，まだ正確には決定されていない。したがって，産出形態，変質状態，

地形，および他地域の資料との比較などから，おおよその同期を定めたにすぎない。

中新ttl:か鮮新i吐か不明なものとしては，三森山熔岩，雁皮山熔岩が，また鮮新世と

推定されるものには，横津岳上・下部熔岩がある。また，第四紀とおもわれるものに

は，熊泊山熔岩，泣面山熔岩，および常呂川火山砕屑流などがある。

a 三森山熔岩 (Ml)

松倉川流域の三森山，その周辺の 4 ヶ所ほどに分布している。

いずれも峠下火山砕屑岩類をおおっているが，あるものはストック状に上昇してき

ている可能性がある。

青灰色から暗褐色を呈し，節理は不規則であるが，一部には較状節理が発達してい

る。

しそ輝石皆通輝石安山岩で，ハイアロピリティック組織をしめす。部分的に石英を

ふくむととがあり，また縁泥石や方解石などが形成されている。

b 雁皮山熔岩 (Gl)

松倉川と亀田川との稜線上の雁皮山から南側に分布する。この熔岩は，明らかに熔

岩流として，下位層をおおっている。

この熔岩はp 新鮮なものは黒色分ややガラス質の， しそ輝石普通輝行安山岩で，板

状節理が地達している。

しかし，雁皮 I Ll付近では，硫黄鉱床の生成に関する見化作用をうけ，白色の珪化岩

になっている。

乙の北西方の庄司山に，この熔岩と同一にあつかったものが分布している。しかし，

庄司山は全体が珪化岩からなり，先にのべた雁皮山付近と同じである。まだ，明確に

原宥をつかんでいないが，いちおう，惟皮山熔岩にふくめておいた。

c 横津岳下部熔岩 (YI)

横津岳下部熔岩は，横津岳一周辺の段線 tに分布している。

この熔岩の下部は，塊状の節理をしめすが，上部は典型的な板状節理の発達した，

いわゆる板状熔岩からなりたっている。

ド部での観察では，熔岩の間に赤色粘土化した部分が数枚ほどあるが，おそらく何

回か噴出をくり返したことをしめすものとおもわれるO
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乙の熔岩は， しそ輝イJ普通輝石安山岩で，ハイアロピリティック組織をしめしてい

る。

d 横津岳上部熔岩 (Yu)

十員ー津岳の山l頁付近に，下部熔岩をおおって，扇、|正なドーム状の形態をとって分布し

ている。 IUJ頁のやや南側に小さな沼があり，かつて噴火口の跡ではないかといわれて

いたが，現在η地形からは，そのようなことは考えにくい。

この熔岩は，灰色ないしは灰褐色を呈し，やや多孔質な常通輝石しそ輝μ安山岩で

ある。

この熔岩の噴出 II任期jは，いちおう鮮新世~期と考えているが，あるいは第四紀に人

るかもしれない。

e 熊泊山熔岩 (Kl)

熊泊山熔岩は，磯谷川と常目川とのIHiに，独立峯をつくっている熊泊山を中心にし

て分布している。

この熔岩は，下部は灰色を呈する自破砕熔岩的な性質をしめすものからなり，上部

に黒色のガラス質安山岩が発達している。

ともに， しそ輝石普通輝石安山岩で，ハイアロピリティック組織をしめしている。

下部の熔岩には，少量の石英斑品をふくむものがある。

したがって，熊泊I-U熔岩として一指したものは，あるいは 2 枚以上の異なる熔岩か

らなりたっているかもしれなし、。しかし，いまのところ，これらを充分に区分するま

でにはいたっていない。

f 泣面山熔岩 (N!)

磯谷川と大舟川との|司の稜線上に，やや)よく分布しているO この熔岩の '1-'央付近に

位置する泣面山は半ドーム状の形をしめし，東側に半円形のt;Tj立った断崖をつくって

いる。また，南西側には，万畳敷とよばれる平坦な熔岩台地をつくっている。

泣面山の東側に向う半円形の断崖は，いかにも爆裂火口の火日壁をおもわせる。し

かも，この下方部には，多数の祖泉が湧出しており，益々その可能性をつよめさせる。

この熔岩は， 万畳敷の台地下では約 50m の厚さで磯谷川火山砕屑岩類をおおって

おり，柱状節理がみとめられる。しかし，泣面山をつくっているものは，見かけの厚

さが 300m もあるが，下限は明らかでない。下部には，いちじるしく破砕された熔岩

をはさむが， l-.部は塊状の節理の fe:i圭した熔岩からなりたっている C
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これらのことから，泣面山の山体はドーム状の隆起をしたもので，その後に噴出し

た熔岩が万畳敷の台地をつくった可能性がある。

新鮮な岩イ iはi暗灰色を呈する背通輝石しそ輝行安山行で，万害敷側のものは非常に

多孔質である。

なお ， ¥\'r:/雨山を 111心にする地域で、は，全般に硫黄鉱床に関係する鉱化変質をうけて

いる。

g 常呂川火山砕屑流 (Tp)

この火山砕屑流は，磯谷川下流から常呂川ド流にかけて分布している。

鹿部|司III百の常円川火山性堆積物刀うちの，火山砕屑流に相当する部分である。

磯谷礁層をおおっているが，鹿部地域では標高 30m の段丘に切られているという。

この火山砕屑流は，大小心安山岩角機から構成されている。その岩質は，青灰色あ

るいは|情灰色を呈する， しそ陣石詫通輝石安山岩である。

乙の火山砕屑流の噴出源について，鹿部図l隔では，渋面山の fIr能性が大きいとのべ

ている。しかし， _t:部が駒ヶ岳の厚い火山灰でおおわれているために，明らかでない。

これについては，今後の調査で明らかにできるとおもわれる。

VIn 地質構 j告

この地域の地質構造を特徴づけているのは，汐泊川層へ f~t入している火成岩類の形

態と，とれを支配したとおもわれる裂か系である。

汐泊川層自体の構造は， NW-SE の・般走向をしめすことや， これに平行な摺曲

構造がわずかに認められるというていどしかわからない。しかし，この県層中へ貫入

している火成岩休には，一つの規則性のようなものがみとめられるO

もっとも早期D近入岩である粗粒玄武岩は，部分的には汐泊川層，とくに硬質頁岩

R岩部層の層理面に平行な道入をしているが，全休としてはかなり不規則な形態をと

ってし、る。

しかし，後期乃貫入岩になるほど，貫入方向に， NW-SE と N 50，.....65°E という 2

つの方向性が現われてくる。

この 2 つの方向性は，裂か系，鉱化i帯，鉱脈などにも明らかにみとめられる。

おそらく，この方向性は，鮮新刊:から第四紀にかけての火山市動とも，密接な関係

をもっているのではないかとおもわれる。
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このような方向性は，基盤の戸井層の構造，とくに裂か系を反映しているにちがい

ない。

粗粒玄武岩の貫入形態が非常に不規則であるのは，汐泊川層の堆積時の活動である

*ために，軟質な地層中にわりあい白由に入りこめたからではないかとおもわれる。

南側の五稜郭凶幅には広く戸井層が分布しているが，戸井層白体の中にはあまり粗

粒玄武岩がなくて，周囲の汐泊川層l十Iへ大量に道入している事実は，このことを暗示

している。同時に，この岩石の道入通路になった裂か系が，むしろ汐泊川層の分布地

域内D下部にあることをもしめしているようにおもわれる。

との図幅地域には，すでにのべたように，戸井層はわずかしか分布していない。乙

の地層は，汐泊川層にはおおわれないで，より上位の峠下火山砕屑岩類におおわれて

いる。したがって，松倉JIl l::-.流では，この昨屑岩類の下位に，おそらく北西方向をと

って，戸井層が広く分布している可能性がある。この戸井層も，五稜郭凶幅地域と同

じようにドーム状の上昇を行ない，新第三系や第四系の構造に大きな影響を与えてい

るとおもわれる。しかし，浅念ながら，今のところ，乙の点についてはほとんど明ら

かでない。

IX 応用地質

この図幅地域には，金・銀・銅・鉛・亜鉛鉱床，マンガン鉱床，褐鉄鉱床，硫黄鉱

床などの，金属，非合属鉱床のほか，石材，温泉等多くの地下資源が賦存している。

IX.l 金・銀・銅・鉛・亜鉛鉱床

この地域には，分布図にしめしたように，多数の鉱床や鉱徴地がしられている。し

かし，現在稼行中の鉱山はなし、。

鉱床は，鉱脈型と塊状明の 2 つの型にわけられ，前者には，尾札部，北大三盛，大

府，大和，その他の鉱山があり， {:走者には，亀田，紅葉山鉱山などがある。

a 鉱脈型の鉱床

尾札部鉱山

西股川上流部に位置しており，第 2 次大戦中に銅鉱を出鉱したといわれている。

鉱床は，鉱山を中心に，幅 800m，延長 1 ， 200 m の範囲に分布しており，緑色凝灰

岩，頁岩，石英:;XI岩を母岩としている。

*逆にいわゆる裂か系はできにくいとおもわれる。
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第 4 図地下資源分布図

この地域には， N50~600E 方向の小さな努断帯が多数発達しており， これにそっ

て鉱脈が形成されている。おもな鉱脈として， A , B , C , D の 4 本あり， A と C と

がやや規模が大きい。 A脈は，脈幅1O~50cm，延長 120m ， C 脈は，脈幅 30~50cm，

延長約 300m である。

鉱脈は，黄鉄鉱と石英が主で，部分的に黄銅鉱や閃亜鉛鉱にとむ。ときに，高品位

のところもあるが，平均すれば低i品位であるO

なお，鉱脈は，lJfiが移化するところで傾斜が変り，脈III肩が膨大するという。

北大三盛鉱山

松倉川の七五に位置し，明治時代に銀鉱を採掘したといわれているが，その後，探

鉱は行なわれたが採掘までにいたってない。

鉱床は，戸井層および安山岩質プロピライト I の中に発達する， N40____600E の勇

断帯にそって形成されているO このような勇断帯は，平行に数本ほどあり，その中の
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やや大きな鉱脈にそって 150m の坑道が掘られている。

鉱脈は，黄鉄鉱，閃亜鉛鉱，方鉛鉱を主とし，少量の黄銅鉱をふくみ，脈幅 5-70

em の膨縮のいちじるしいもので，延長 20m ほどのものが 3 ヵ所でみられるほかは，

すべて石英脈である。

銅・鉛・亜鉛の品位は， 1 部に高し、ところもあるが，平均すればかなり低い。

*10)

精進川中流鉱床

鉱床は，精進川中流に分布する安山岩質プロピライト I や，この岩石と頁岩との境

界I面に佐胎するもので，数本の鉱脈がみとめられる。それぞれに探鉱坑道が掘さくさ

れているが，出鉱するにし、たらず休止している。

鉱脈のうち， 主脈は N65°E 方向の勇断帯にそって形成されているが， N40
0

E や

N800W 方向の派生脈をともなうものもある。脈幅は 10-20cm ていどであるが，宿

鉱部では 60cm ほどになる。また，延長は 75m のものがある。

鉱脈は，石英と黄鉄鉱がおもで，閃亜鉛鉱のとくに多い脈や，やや黄銅鉱を多くふ

くむ脈などがあるO しかし，全般に訂I位は低い。

大舟鉱山

この鉱IIIは，大正末期に開発が試みられたが，その後上・下 2 本の探鉱坑道が射さ

くされただけで{本III している。

鉱床は，閃緑岩質岩の中に匹目白し， N60--70o W, 70
0

SE の走向， 傾斜の勇断帯に

そって形成されている。鉱脈は， I幅 50cm 内外，延長約 20-30m で，数 m-10 数m

の単位脈の雁行状配列をしたものからなる。下部坑では部分的破砕にともなって，閃

亜鉛鉱，方鉛鉱，黄銅鉱が濃集しているところがある。また，上部坑は，合金・銀石

英脈で，硫化鉱はふくまれていない。

品位は，全般に低い。

大和鉱山

乙の鉱山は，大舟鉱山の上流約 5km の地点にある。

鉱床は，総色凝灰岩中に発達する合金・銀石英脈で， N45-65°E 方向の勇断帯に

そって匹胎している。 1 号坑から 8 号坑までの探査坑道が掘さくされたが，現在は休

止している。

!脈幅は，最大 1m 近くもあり，延長は 20-30m ほどである。

*南茅部 lilT 。
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品位は，高品位のもので， Au1.7%, Ag88%ていどにすぎない。

その他の鉱床

この地域には，これまでのべたもののほかに多数の鉱徴地がしられている。

尾札部鉱山東方には，笹小屋の沢鉱床，椴の沢鉱床がある。 N 60........80 o W, N10..ｭ

BOOE というように，鉱脈の走向はいちじるしく変化する。いずれも小規模で低品位で

あるが，笹小屋の沢には，脈幅!O em ていどの高品位部をともなうものがみとめられ

る。

そのほか，川汲川流域，あるいは，東海の西方などに，緑色凝灰岩中に鉱徴がみと

められる。

b 塊状型の鉱床

紅葉山都

図幅地域の南東端部の冷水川の支沢最上流部に位置する，かなり古ぐからιられて

いる鉱山で，坑道探鉱やボーリングによる探査などが行なわれている。

鉱床は，硬質頁岩・頁岩互層中に発達する N !O°E 方向の勇断帯にそっ τ匹胎‘して

いる。この勇断帯の延長は，約 2km にわたって追跡されている。

鉱床の露頭は，黄鉄鉱と閃

亜鉛鉱のレンズ状集合体力、ら

なりたっている。坑道内で

は，幅1.5m，延長 30m 以上

にわたる鉱体がみとめられて

いる。乙の鉱体は，黄鉄鉱を

主とし，少量の閃亜鉛鉱と黄

銅鉱をふくむもので，品位は

低い。

乙の鉱体の下部に対して行

なったボーリング結果では，

見かけの幅約 6m にわたっ

て，黄銅鉱をふくむ黄鉄鉱閃

亜鉛鉱体が確認されている。

この鉱床は， Cu 品位がま

一呑明 N
4
下

l

010 20 3040 50m

第 5 図 亀田鉱山坑内図(大日方1I国之による)
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だ 0.5%ていどにすぎないが，下部に向って品位が増大する可能性がある。

亀田鉱山

大正時代に開発され，昭和 24 年から 28 年にかけて残鉱処理が行なわれ，ほとんど

掘りつくされている。明治 44 年の調査では，鉱量が約 270 ， 000 トン，品位は eu 平均

2 タ以下という。

lX.2 マンガン鉱床

金城鉱山

鉱山は，西股川と松倉川の支Jl I と女岳川との分水界から，やや西股 )11 へょった付近

に位置している。

この鉱床は，昭和 26 年頃に発見されたもので，昭和 28 年から 32 年にかけて稼行さ

れ，昭和 31 年まで約 5 ， 000 トン採掘された。昭和 36 年には残鉱処理が行なわれ，現

在~g;休山している。

鉱床は，いわゆるピリカ型の二酸化マンガンの堆積性鉱層である。

鉱床は，下盤が緑色凝灰岩部層で， J:". 盤が硬質頁岩・頁岩部層になっており，ちょ

うどこれらの境界部にはさまった状態になっている。南北 120m ，東西 100m の範閉

まで，鉱体が確認されている。

鉱体中には中石が介在しており，北部と西部では中石が厚くなって， 2 枚の鉱床に

わかれている感じを与える。中心部では，中石を数枚はさんでいるが， 3m もの厚さ

に達している。

なお，との鉱石中から，サメの歯の化石が産出したということである。

lX.3 褐鉄鉱床

褐鉄鉱床には，一般にみられる堆積性のものと，硫化鉄鉱の露天化作用によって形

成されたとおもわれるものとの 2 つの型がある。

前者の例としては，赤沼鉱山や，横津岳北東部の鉱床がある。また，後者には三盛

虫よ山がある。

赤沼鉱山，その他の鉱床

赤沼鉱山は，亀田川の上、流に位置しており，昭和 26 年から 31 年にかけて採掘され，

176 ， 000 トン出鉱されている。 この鉱床は，ほとんど採掘ずみである。

常呂川の上流，熊泊山の南西側にも，多くの鉱床がしられている。しかし，鉱量が，

320-- -4 20 トンていどの規模しかないので，開発できる可能性は少ない。
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三盛鉱山

この鉱山は，松倉川の上流に位置する。

昭和 25年頃に発見され，昭和 32 年から，月 1 ， 500 トンていどの割合で採掘された

が， 5.......6 月で鉱体の大部分を掘りつくしてしまい，休山した。

鉱床は，石英安山岩質プロプライト中に匪胎している。いちじるしく珪化されて白

色化した母岩中に，長径 25m，短径 20m で，円錐を逆にしたような形の鉱体をつく

っていたようである。

品位は，富鉱部で， Fe60.74%, S3.36;?~あり，鉄品位も高いが，硫黄分の多いも

のである。

乙の周辺地域には類似の鉱床があり， 1 部出鉱したが，本鉱床にぐらべて，鉱石は

不均質である。

この鉱床は，もともと黒鉱式鉱床の硫化鉄鉱休であったのが，鉱体のつよい破砕と

露天化作用によって，褐鉄鉱床へ変ったものと考えられている。

IX.4 硫黄鉱床(硫化鉄鉱床)

この地域には，分布図にしめしたように，多数の硫黄鉱床が分布するO これらのう

ちで，比較的大規模に採掘されたのは，精進川鉱山と函館鉱山である。

精進川鉱山

この鉱山は，横津岳の北方に位置し，国鉄函館本線池田園駅の南東約 10km に当っ

ている。

鉱床は，精進川鉱床と雨鱒川鉱床とからなりたっている。

精進川鉱床は，昭和 12 年に褐鉄鉱床を対象に開発されたが，翌日年，鉱床の下部

探査のさい硫黄鉱床が発見され，開発のきっかけとなった。日本硫鉄株式会社によっ

て，昭和 18 年から硫黄製品が出され，昭 30 和年に硫化鉄鉱床が発見され， 35 年の閉

山時には，硫化鉄鉱が採掘されていた。

雨鱒川鉱床は，明治 28 年に発見されたといわれ，その後，いろいろな過程をへて，

昭和 18 年に同会社の雨鱒坑となったが，ほとんど残鉱処理の状態で閉山となった。

閉山当時の毎月生産量は， 硫黄約 400 トン， 硫化鉄鉱 (Fe S243%以上) 1,500.......

2 ， 000 トンである。

鉱床は，峠下火山砕屑、岩類中に介在する安山岩を鉱染交代した i いわゆる岩鉱型の

ものである。
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精進川鉱床は，精進川の中流左岸に， N20
0

W方向をとって約 800m 連続すでる，扇

平な鉱床である。下流より約 350m の間は，遊離硫黄の多い良質の黄鉱で，幅 80-90

m，厚さ 20-30m にも達した。上流側は，遊離硫黄 20%以下であ石。

閉山当時は，無選鉱で Fe 543%以上のものが採掘されており，まだ鉱石は相当量

残っているといわれる。

雨鱒川鉱床は，乙の川の中流右岸に， N20
0

W方向をとって長くのびる扇平な鉱体

で，長さ 60m，幅 80-90m，ときに 140m，厚さ 20m 内外である。現在は，掘りつ

くされてしまっていて，詳細はよくわからなし、。

函館硫黄鉱山

この鉱山の開発はかなり古く，明治初年にきかのぼる。かつては，松倉鉱山，三盛

鉱山，竹山鉱山にわかれていたが， 昭和 25 年に， 一緒に白老硫黄株式会社の所有に

移り，幽-館硫黄鉱山になった。

これら 3 鉱山のうち，松倉鉱山と三盛鉱山は，同ーの鉱床を南と北とからわかれて

採掘していた。との 2 鉱山は，昭和 10年から 19 年までに，併せて年間 5，∞0 トン前

後の生産を行ない，わが国有数の硫黄鉱山になった。

函館鉱山に合併してからの昭和 26 年から 29 年にかけて残鉱処理を行ない， 2 ,616

トンを生産した。現在では，採掘条件の悪い下部に，少量の鉱石を残すだけという。

富鉱部は， 550%以上であったが，平均 25-40%の品位であった。

旧竹山鉱山は，峠下火山砕屑岩類を鉱染した鉱床で，かなり低品位であったようだ

が，詳しいことはわからない。

以上に説明した鉱山のほか，白井川鉱山，臼尻鉱山，硫黄山(磯谷鉱山?)， チョ

ッポナイ川上流鉱床などがしられている。

硫黄山や白井川鉱山は，磯谷川火山砕屑岩類の中に匪胎しており，前者は大正年代

から昭和 27 年頃まで稼行されていたという。

また，硫黄鉱床の生成に関係あるとおもわれる変質帯は，雁皮山や庄司山などのほ

か，各地にみとめられる。

IX.5 石材

石材として現在採掘されているのは，庄司山南方の安山岩と，大舟川下流の閃緑岩

質岩の 2 ヵ所である。

どちらも，土木用の砕石である。
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IX.6 温泉

図幅地域の北東には，北西から南西へ，磯谷温泉，大舟上・下温泉，川汲温泉など

が並んでいる。

磯谷温泉と川汲温泉には旅館があるが，大舟温泉にはなく，土地の人々が銭湯とし

て利用している。

磯谷と大舟の両温泉は，石灰華の沈j殿がし、ちじるしく，磯谷温泉には層状の，また

大舟温泉にはドーム状の沈澱物がみられる。

渋面山から流れ下る白井川の下流部には，多数の蹴泉が湧出している。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(SCALE 1:50 ,000)

TOKAI

(Sapporo-81)

BY

MamoruSuzuki

KiyoshiHasegawa

KatsutoshiMitani

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheareaofT6kaisheetmapissituatedin Catitude41ー50'

"""-'42ー0'NandCongrtude140ー45'''"''-'141ー0'intheSouth-Western

districtofHokkaidδ.

Theareaofthesheetmap “ Tokai" islocatedintheKameda

PeninsulaofsouthwesternHokkaidδSince theareaincludes

thebackbonerangeofthispeninsula, topographicallytheareais

mainlycomposedofragged mountains, accompaniedwithonly

narrowplains.

Geology

Thegeologyoftheareaiscomposedofpre-Tertiaryformｭ

ations, Neogeneformations , Quaternaryformationsand igneous

rocks. Thepre-Tertiaryformationwhichformsthebasement

ofthisareaiscalledtheToi Formation, composedmainlyof

slates. Owingtoitsnarrowexposuresandtheabsenceoffossils ,
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itsgeologicstructuresandgeologicagearenotwell-known. The

geologicsurveysinandaroundthis area, however, suggestthe

possibilitythattheformationmaybeMesozoicinage.

AstheNeogeneformations , theShiodomari-gawaFormation

oftheMiocene, T6geshitapyroclasticsofthe Miocene-Pliocene,
theMatsukura-gawaFormationandtheIsoyagawapyroclastics

ofthePliocenecanbementioned. TheShiodomari-gawaFormｭ

ation, whichisextensively• developed, coveringunconformablythe

basementrocks, iscomposedofthegreentu 百 member ， thehard

shale-shalemember, theagglomeratemember, andthepumiceous

tu 百 member intheascendingorder Thegreentu 妊 member is

correlatedtotheso-calledKakkumiFormation, andisdeveloped

underthehardshale-shalemember, sometimeswithaninterfingｭ

eringrelation. Thememberconsistsmainlyofagglomeratic

tu 旺s ， tu 旺 breccias ， andtu 任s ofbasalticorandesiticcomposition.

Basaltic lavaswithpillow lavastructurehavebeenfoundat

threelocalitieswithintheagglomeratictu 任s. Thehardshaleｭ

shalememberiscomposedofthealternationofhardshaleand

shale, intercalatingnumerousthinlayersoflightgreytu 百 The

agglomeratememberismostlycomposedofagglomeratictu 百s of

rna 白c andesiticcomposition, intercalatingirregularlywell-laminated

layersofmudstone, whichgradeintothehardshale-shalemember.

Pumiceous tu 百 member consistsmainlyof light grey, coarseｭ

grainedpumiceous tu 百s and graduallychanges to the aboveｭ

mentionedagglomeratemember. Initslowerhorizonsomeparts

arerichinrhyoliticblocks, andinitshigherhorizonagglomeratic

faciescarryingglassyandesiteblocksaredeveloped.

TheShiodomari-gawaFormationwasintrudedbynumerous

igneous rocks, resultinginthedisturbanceofthe strata, and

thereforeitsdeotailedgeologicstructuresanditsthickness are

notyetknown.

TheT6geshitapyroclasticsareextensively developed, lying
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unconformablyontheShiodomari-gawaFormation. Itismainly

composedofandesiticagglomeratictu 任s andtuffbreccias, accomｭ

paniedbymanyandesite lava 自ows Owingtotheabsenceof

fossilsinthisformation , itsgeologicagehasnotyetbeendeteｭ

rmineddefinitely. ItisprobablyMioceneinage, buttheremay

beapossibilitythatitisPliocene.

TheMatsukura-gawaFormationisalacustrinedepositcompｭ

osedofwell-laminatedmudstonesand tu 妊s， andshowsdistinct

intraformationalfoldings. Thisisoverlainconformablybythe

extensiveIsoyagawapyroclastics, whichconsistmainlyofdacitic

agglomeratictuffsandtuffbreccias, associatedwithweldedtu 旺s

inthelowerhorizon. Sincethesepyroclasticarecoveredconｭ

formablybytheFutami Formationof Quaternaryas will be

mentionedbelow, theyarePlioceneinage.

TheQuaternarydepositsaredividedintotheFutamiFormｭ

ation, Isoyaconglomerate, andterracedepositsofthePleistocene,

andvariousRecentdeposits. TheFutamiFormationconsists

ofalternationofsand, gravelandmudlayers, intercalatingsomeｭ

timeslignitelayers. ThepresenceofMenyanthesinthisforｭ

mationaswellasitsgeologicalrelationwiththestratain this

areaindicatethattheformationisearlyPleistoceneinage. The

IsoyaconglomeratewhichcoversunconformablytheFutamiFor

mation, isregardedtobeearlyPleistocene. Theterracedeposits

aredevelopedalongtheseashoreorlarge rivers, formingflat

planeabout20m inrelativeheight.

TheRecentdepositscanbedividedintothefan deposits,

talusdeposits, Komagatakevolcanicashes, andfluvialandbeach

deposits. TheKomagatakevolcanicashescomposedofcoarseｭ

grainedpumicegrains, areextensivelydevelopedinthenorthern

andnortheasternpartofthearea, butitsdistributionisindicated

onlyinrestrictedparts inthismap.

Variousigneousrocksarewelldistributedinthisarea. Of
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theMioceneigneous rocks, doleritecuttingthroughthe Shio ・

domari-gawaFormation, dioriticrocks, andesiticpropylitesIand

II, dacite, quartz-porphyryandrhyolitearenoticed. Allofthese

intrusiverockswere'moremaficintheearlierstages, andmore

felsicinthe later, andthedirectionsoftheirintrusionvaried

during this period. Dolerite and quartz-porphyry are more

abundantthanotherrocks. Theintrusionofdoleritewasnearly

simultaneous withthedepositionoftheShiodomari-gawaForｭ

立lation.

Variousigneousrocks, geologicagesofwhichhavenotyet

beendeterminedwhetherMioceneor Pliocene, includedykesof

basaltandandesite, cuttingthroughthe Tδgeshita pyroclastics,

andMitsumoriyamalavaandGambiyamalava, bothofwhichcover

theTδgeshita pyroclastics. Theselavasarehyperstheneaugite

andesites, which havebeensubjected tostrongmineralization

relatedtothegenesisofthesulfurdepo~its.

ThelowerandtheupperYokotsu-dake lavas, composedof

augitehyperstheneandesites, havebeenregardedasPlioceneor

earlyPleistocene. Thelowerlavashavedistinctplatyjoints.

TheKumadomari-yamalavaofdaciteandthe Nakitsur ・a-yama

lavaofandesite, bothofwhichcovertheIsoya-gawapyroclastics,

areQuaternaryinage ThepresenceinNakitsura-yamaofa

depressionresemblingtheexplosioncratersuggeststheyoung

ageofthisvolcano. Besidesandesiticpyroclasticflowofunknown

originisobservedontheflatsurfaceofmarineterraces.

EconomicGeology

Manymetallic and non-metallic deposits and impregnated

partsarepresentinthis area , andabundanthotspringsissue

fromthecoastalzone.

Copper, lead, and zinc deposite, manganese deposits and

limonite deposits are important among the metallic deposits.

Bothvein-typeandmassiye-tvpeareknownamongthe copper,
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lead, andzincdeposits, andarerelatedwiththeShiodomari-gawa

Formaton and the associated igneous rocks, such as quartzｭ

porphyry, dacite, diorite , andandesiticpropylite. Mostof the

vein 匂pe depositsareformed alongtheshear zones, parallel

toN 600W andN 45ー'""'-65ー｣directions. Large-scaledeposits

havenotyetbeenfound , andnomineshavebeenworkedasyet.

Massive-typedepositsincludebothKamedamineandMomijiｭ

yamamine, formedwithinthehardshale-shalememberof the

Shiodomari-gawaFormation. ThoughKamedaminewasworked

onetime, itsdetailedstructurehasnotbeenclear. TheMomijiｭ

yamaminehasbeenexploited recently, anditsfuturedevelopｭ

mentisexpected.

Kinjδmine consistingofthelayereddepositsofmanganese

withintheShiodomari-gawaFormation, wasworkedfortheperiod

from1953to1957, producing5 ,000 tonmanganeseores.

Mostofthelimonitedepositsare precipitateddeposits of

bogironores, butsometimesmassiveorebodiesenclosedin the

daciticpropylitesareknown, asforinstance, atMitsumorimine.

Thereisnominewhichisworkedatpresent.

Sulfurdepositsaretheonlynon-metallicdepositsdistributed

widelyinthisarea. ThoughtheywereminedduringtheWorld

1九Tar II, noneofthemisworkednow.

InIsoya, OfuneandKakkumitherearemanyhot springs,

whicharedistributedalongNW-SEzone. Especiallymany

naturalspringsissuefromthesurroundingareaofOfunespa.
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